




























































































































































































































































































  2） 現在においても、池坊・草月・小原など生け花諸流派は「いけばな家元」を名乗る。第 4 節では、
諸流派の生け方の変化など、芸術としての生け花について述べる際は「生け花」、道徳や礼法の教材
としての生け花について述べる際は「華道」と記述している。
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